
  令和５年度  音楽科授業改善推進プラン 

大田区立大森東小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・発達段階に応じて、音符や楽譜などの基礎的・基本的な知識を習得させることが

できた。 

 ・鑑賞の学習では、低学年は感じたことを言葉で言い表したり、高学年は感じたこ

とを音楽的な理由とともにワークシートに記入したりすることができた。 

（２） 課題 

 ・曲を聴いて感じた曲想を、器楽演奏や歌唱で表現することに課題がある。 

 ・鍵盤ハーモニカやリコーダーなどの基礎的な奏法を全員に定着させることに課題

がある。 

 

２ 授業の分析 

① 低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・身体表現を楽しみながら行

い、 

４分音符と８分音符を手拍

子 

で打つ力を身に付けること

が 

できた。 

・鍵盤ハーモニカの基礎的な

奏法を全員に定着させるこ

とが難しい。 

・即興表現やリズムづく

りで 

は、自分の思いや意図を

もって作品をつくること

ができた。 

・歌唱の学習では、曲を

聴いて感じたことを強

弱や速度を変化させて

表現することに課題が

ある。 

・新しい曲や新しい奏法へ

の意 

欲が高く、楽しんで学習に

取り組む姿が見られた。 

・友達と発表を聴き合った

り、感じたことを伝え

合ったりするなど、協力

しながら学習に取り組む

ことができる児童が少な

い。 

 

 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・基本的な楽譜の読み方

や、リ 

ズム感を身に付けることが

できた。 

・リコーダーの新しい音を

きれいな音色で出す方法

や、サミング等の奏法の

定着を図ることが難し

い。 

・鑑賞の学習では、強弱や

音色 

の違いに気付き、タブレッ

ト 

にまとめることができた。 

・歌唱の学習では、曲を聴

いて 

感じたことを強弱や速度

を変化させて表現するこ

とに課題がある。 

･新しい曲や新しい奏法への

意 

欲が高く、すすんで学習に

取り組む姿が見られた。 

･友達と話し合いながら、よ

り 

 よい音楽をつくろうとすす

ん 

で協力し合うことが難し

い。 

 

 

 

 

 

 



 ③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・合奏の学習では、パート

の役割を考え、音量を変

えたり、タイミングを揃

えたりしながら演奏する

ことができた。 

・歌唱の学習では、頭声的

な発声方法を身に付けた

り、他声部の音を聴きな

がら歌ったりすることに

課題がある。 

・オーケストラの曲を聴い

て曲想と要素結び付けて聴

き取り、タブレットにまと

めることができた。 

・器楽の学習では、曲想に

合っ 

た表現にするために、強弱

や 

速度を変化させて演奏する

こ 

とができない。 

・友達と話し合いながら、

主体 

的に音楽づくりの学習に取

り組むことができた。 

・課題のある部分の練習を

繰り返すなど、こだわりを

もって学習に取り組む児童

が少ない。 

 

 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・鍵盤ハーモニカの学習で

は、児童の特性や発達段

階を踏まえた指導法を身

に付ける。 

・日頃から「強い音」「弱

い音」 

を聴いたり演奏したりする

機会を設け、表現を変化す

る楽しさを感じさせる。 

 

 

・１つの曲でも、児童に

よって多様な感じ方があ

る。そのため、鑑賞の学

習の際、児童同士で感じ

たことを交流させる機会

を設け、伝え合うことの

楽しさを味わわせる。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・リコーダーの学習では、

運指表を用いたり、正し

い音色を聴く機会を増や

したりするなど、繰り返

し真似をさせながら定着

を図る。 

・児童の特性によって、ミ

ニ運指表を用意したり、

ひらがな表記の楽譜を作

成したりするなど、個別

の対応をする。 

・常時活動で行う「呼吸体

操」を通して息の使い方

を指導したり、口や体の

動きを真似させたりする

など、曲の感じを表すた

めに必要な表現方法を指

導する。 

・話し合いの機会を増や

す。 

・互いの意見を認め合うこ

とが 

できるよう、教師が積極的

に 

良い意見を価値付ける。 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・歌唱の学習では、常時活

動で行う「呼吸体操」や発

声練習を通して息の使い方

や頭声的な声の出し方を指

導する。 

・リコーダーの学習では、

運指表を用いたり、正しい

音色を聴く機会を増やした

りするなど、繰り返し真似

をさせながら定着を図る。 

・器楽の学習の際、感じた

曲想によって強弱や速度

を全体で変化させる活動

を頻繁に行う。 

・CD や動画を使ってプロの

音楽家が演奏している

「良い音楽」に触れる機

会を頻繁に取り入れる。

その上で、より質の高い

音楽活動を目指すため

に、何が必要なのかを考

えさせ、その後の練習に

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


